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 新しい学生スタッフを紹介します！

 図書館員のお勧め本

 図書館からのお知らせ

新しい学生スタッフを紹介します！

8月下旬から、17時以降のカウンターを担当する学生スタッフが交代しました。下半期は、ベテラン2名+新スタッフ4
名の合計6名が交代で、貸出・返却・お問合せ対応など、がんばります！
スタッフからの一言コメントと好きな本を紹介します！
紹介した“好きな本”のうち、書影が青枠の本は図書館にあります。興味がある方は、ぜひ探してみてくださいね。

図書館が快適に過ご
せる空間になるようサ
ポートしていきたいです。
好きな本: 住野よる
『君の膵臓を
たべたい』

丁寧かつ
笑顔のある対応を心
がけます。
好きな本: 乙一

『箱庭図書館』

図書館を利用される
皆様のお役に立てる
よう努めていきます。
最近の好きな本: 
山本弘
『アイの物語』

みなさんが利用しやすい
ようにカウンターで明るく
頑張ります。
よろしくお願いします！
好きな本: セオドア・グレイ
『世界で一番美しい元素
図鑑』

図書館アルバイトを始
めて2年目なので、頼
れる先輩になれるよう
に頑張ります。
好きな本: 新海誠
『君の名は。』

2年目に突入するので
より安定したサービスを
提供できるように頑張り
ます！！
好きな本:モンゴメリ
『赤毛のアンシリーズ』

貴重書室公開ほか

「ワンダー」

11/2のブックハンティングで購入しました。
書架に並ぶのをお楽しみに！
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図書館からのお知らせ

順位

分野

利用上の注意

私のお勧め本＜第38回＞ 図書館員がお勧めします！

貴重書室を公開しています

10月27日にメンデレーと論文執筆のためのScopus
セミナーを開催しました。

メンデレーの説明では、デスクトップ版とクラウド版
が利用でき、メンバー内でPDFの共有が出来るなど
（無料の場合は、3名まで）便利な文献管理ソフトで
あることの紹介と、機能説明がありました。

Scopusの説明では、エルゼビア社の立場から、アク

セプトされやすい論文について、良い原稿とはどう
いった構造なのか、困ったときのScopus利用法、投

稿前のチェック項目など有益な情報満載のセミナー
でした。

配布資料はまだ残部がありますので、ご希望の方
は図書館カウンターまでお越しください。

今後も図書館では、実践的なセミナーを開催しま
す。みなさまのご参加をお待ちしております。

11月7日（月）から25日（金）の平日、午前9時か
ら午後5時まで、2階貴重書室を公開しています。

普段は施錠しており、立ち入りが出来ませんが、
この期間に限り自由に入っていただけます。

鮫島夏樹名誉教授、黒島晨汎名誉教授から
ご寄贈いただいた貴重なコレクションを大事に保
管している部屋をぜひ、ご覧ください。

今年は、江戸時代の家庭医学書である「病家須知」をピックアップ
展示しています。みなさまのご来室をお待ちしております。

試験期に入り、館内が混み合ってきました。開
館中の利用であっても特別利用であっても、図書
館を利用する際には、図書館利用のルールを
守ってご利用ください。

他の利用者の利用や勉強の妨げになる行為、

資料の汚損（書き込み・切り離し・飲み物や食べ
物による汚れ）、図書館の施設（壁や机など）の
破壊・汚損は、止めてください。

また、寒い時期ですが、暖房器具の持ち込みは
火災の危険となるため固く禁止します。

また、机にゴミを放置したまま、椅子を通路放置
したまま、不在にもかかわらず室内照明を点けた
まま、の利用が増えています。後から来る利用者
のために、簡単に片付けて離席してください。

セミナー開催しました

想像してみて欲しい。何気なくあなたを見た見知らぬ人が、その瞬間ギョッと目
を見開いたかと思うと、顔を背け足早にその場を後にしたとしたら。あるいは眉
をひそめ、口元を歪めてジロジロと不躾に睨み付けてきたとしたら。学校でも街
中でも、あなたの顔を見た人の反応は、声を潜め囁き合うか、悲鳴を上げて恐
怖におびえるか、後ろ指をさし笑いものにするか、あるいはあなたを見なかった
ことにしてしまうか、そのどれかしかないとしたら、あなたはどう思うだろう。あな
た自身は、何一つ悪いことなどしていない。あなたはあなたという存在として、た
だ生きているだけなのに。

主人公オーガストは、いわゆる口蓋裂をはじめとした障害を持って生まれてき
た男の子だ。最も大きな問題を起こしているのは下顎顔面異骨症というらしい。
何となく漢字の字面から思い浮かべてみるものの、医学部所属の皆さんのほう
がきっと良く分かるだろう。

物語は、彼が人生で初めて学校に通うことになるところから、その学年が終わ
るまでの1年間が描かれている。沢山の好奇の目に晒されながらも“自分”らしく

あり続けるオーガストと、その姉や友人達のそれぞれの視点で話は進んでいく
のだが、最後まで読み終わったとき、例え通りすがりの相手であっても思いやり
を忘れずにいられる人間でいたいという気持ちにさせられる良書だ。子供向け
に書かれているので、本は苦手だという人もぜひ読んでみて欲しい。そしてぜひ
想像してみて欲しい。もし自分だったらどうするだろうか、と。

（図書館員M.I.）

ワンダー／パラシオ作 ; 
中井はるの訳
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